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研究の要約 
本研究は，総合的な学習の時間における探究的な学習の指導と評価の在り方を明らかにすることを目

的とする研究の二年次である。一年次は，広島県公立小学校，中学校を対象にした探究的な学習の指導

と評価に係る実態調査の分析を通して課題を明らかにするとともに，その改善策を提案し，探究的な学

習における指導の工夫や評価の在り方を提示した「単元改善シート」を作成した。  

二年次である今年度は，県内の研究協力校（小学校３校，中学校２校）における総合的な学習の時間

の指導と評価について「単元改善シート」の項目「１ 探究的な学習における状況」「２ 探究的な学

習について」「３ 評価について」に沿って課題を明確にし，授業実践を行うことにより，探究的な学

習における指導の工夫や評価の改善を行うことができた。このことから，「単元改善シート」は，総合

的な学習の時間における探究的な学習の指導と評価の改善を図ることに有効であることが分かった。 
 
キーワード：総合的な学習の時間 「単元改善シート」 指導と評価 実践事例 
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一年次の研究の概要 
一年次の研究では，県内の小学校434校，中学校196

校に実施した実態調査の分析を通して探究的な学習

の指導と評価についての課題を明らかにし，それら

の課題の改善策として図１・２「単元改善シート」

を提案した。 

「単元改善シート」は，実態調査の基本構成に基づ

き，次の３項目について示している。 

 
１ 探究的な学習における状況 
２ 探究的な学習の指導について 
３ 評価について 

 
この３項目について，各学校における取組が総合 

的な学習の時間の趣旨やねらいに沿った探究的な学 

習の指導や評価がなされているかどうかについての 

確認を行った上で改善を図ることとした。 

 

Ⅰ 研究の目的と方法 
 

１ 研究の目的 
平成26年11月20日中央教育審議会（諮問）では，

課題発見と解決に向けて児童生徒が主体的・協働的

に学ぶ学習である「アクティブ・ラーニング」やそ

のための指導方法等の充実の重要性が述べられてい

る。本県においても平成26年12月「広島版『学びの

変革』アクション・プラン」を策定し，その中で「課

題発見・解決学習」を推進している。そのため児童

生徒が主体的・協働的に学習を行う総合的な学習の

時間の充実をより一層図ることが重要となっており，

本研究における「単元改善シート」の活用は各学校

における探究的な学習の指導と評価における課題を

明確にし，その課題解決に資するものと考える。 

具体的には，県内の研究協力校（小学校３校，中

学校２校）において「単元改善シート」を活用し，

各学校における探究的な学習の指導と評価における

課題の明確化と改善を図ることを目的とする。 
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図１ 「単元改善シート」(小学校) 

探究的な学習における状況 改善のポイント 

実
態
把
握 

● 児童の実態把握について，確認しましょう。 

□ 年間指導計画の確認及び前学年の担任からの聞き取りによりこれまでの学習内容を把握する。 

□ ウェビングやアンケート調査等により，児童の興味・関心，学習スキルについて把握する。 

 

 
 

計
画
の
見
直
し 

● 年間指導計画，単元計画，評価計画等について，確認しましょう。 

□  【単元名】（例）「つなげよう！！広げよう！！ 私たちの○○」 

□ 【単元目標】（例）地域の特色やよさにふれ，地域への愛着や誇り，将来への夢を育む。 

□ 【各学校で定める育てようとする資質や能力及び態度】 

（例）・「課題設定力」日常生活や社会における事象から，自分で取り組むべき課題を見付ける。 

・「問題解決力」情報収集した事柄を整理・分析し，まとめ・表現する力。  

・「コミュニケーション力」他者と協力しながら主体的に取り組む態度。 

・「自己の生き方」自分にできることや学ぶことについて考え，自分の生き方につなげる力。 

□  【各学校で定める評価の観点，評価規準，評価方法】 

（例） 

評価の観点 課題設定力 問題解決力 コミュニケーション力 自己の生き方 

評価規準 
 

 

   

評価方法     

□ 【年間指導計画における教科の内容と学習スキルの関連】 

    （例）・国語（内容）目的に応じて情報を選択し，文章構成を考え，新聞づくりを行う。 

（学習スキル）カードを用いて情報を収集し，ＫＪ法的な手法を用いて，集めた情報を分類する。 

□  【教材についての共通理解】 

ウェビング等を活用し，教材の広がりや対象，学習活動，教科との関連(内容及び学習スキル)について，確認する。 

 

探究的な学習の指導について 
評価について 
◎評価の観点 ○評価規準 

☆評価方法 
改善のポイント 

課
題
の
設
定 

● 児童の実態に応じた手立てを工夫しましょう。  

（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎評価の観点 

（           ） 

○評価規準 

（           ） 

☆評価方法 

□行動観察 

□制作物（例：ウェビング 

やＫＪ法的なワークシ 

ート） 

□ポートフォリオ 

□自己評価 

（例：振り返りカード） 

□相互評価 

□他者評価 

（例：外部講師，保護者等） 

 

情
報
の
収
集 

● 課題や目的に応じて，相手意識をもって，多様な情報収集の方法を選択しましょう。 

（例） 

 

 

 

 

◎評価の観点 

（           ） 

○評価規準 

（           ） 

☆評価方法 

□行動観察 

□制作物 

□ポートフォリオ 

□自己評価（例：振り返りカード） 

□相互評価 

□他者評価（例：外部講師，保護者等） 

 

整
理
分
析 

● 目的に応じた方法を選択し，比較・分類・序列化・関連付けなど手立てを考えましょう。 

（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎評価の観点 

（           ） 

○評価規準 

（           ） 

☆評価方法 

□行動観察 

□制作物（例：ベン図，座 

標軸の入ったワークシ 

ート） 

□ポートフォリオ 

□自己評価 

（例：振り返りカード） 

□相互評価 

□他者評価 

（例：外部講師，保護者等） 

 

ま
と
め
・
表
現 

● 相手意識や目的意識を明確にし，より効果的な方法でまとめ・表現する方法を考えましょう。 

（例） 

 

 

 

  

◎評価の観点 

（           ） 

○評価規準 

（           ） 

☆評価方法 

□行動観察 

□制作物 

□ポートフォリオ 

□自己評価（例：振り返りカード） 

□相互評価 

□他者評価（例：外部講師，保護者等） 

 

 

・単元の学習を通して，
育てようとする資質や
能力及び態度について
定め，確認しましょう。 

・児童の目指す姿を想定
し，いつ，どのような方
法で評価するか確認し，
共有しましょう（ＧＴや
保護者とも共有）。 

・教科で学ぶ内容と学習
スキルについて関連さ
せましょう。 

・思考ツールを活用し，
教材について共通理解
を図りましょう。 

① 複数の体験活動を通して，多くの情報を

収集し，体験を比較させて考えさせる。 

② ウェビングを活用  個人⇒グループ    

個人で収集した情報を取り出す。共有。 

③ KJ 法的な手法を活用  グループ  

情報を分類整理し，情報を把握する。 

④ 問題の序列化を行う。個人又はグループ 

理由付けをしながら課題を設定する。 

① ウェビングやカードを活用し，      

個人の既有知識を書き出し認識する。 

② グラフなどの統計や写真等を提示し，    

児童の認知基準とのずれを生かす。 

③ 見学やインタビューなど体験活動を行

い，認識との違いについて確かめる。 

④ ウェビングやカードを活用し，収集した

情報を再検討し，課題を設定する。 

・児童の実態に応じて，
多様な思考ツールを活
用し，課題を設定できる
ような手立てを工夫し
ましょう。 

・公共の図書館や各官
庁，各県市町の施設を積
極的に活用しましょう。 
・ＩＣＴを効果的に活用
し，遠隔地からの情報収
集も工夫しましょう。 

□ ベン図(共通点，相違点) 

B 保護者・地域の人 

A学校 

C 地域外の人 

ＡＢＣ 

ＡＢ ＡＣ 

ＢＣ 

学

校 

地

域 

実現できる 

実現難しい 

□ 座標軸の入ったワークシート 

□新聞     □レポート  

□パンフレット □ポスター 

□報告会   

□プレゼンテーション □振り返りカード  

□自己評価カード 

□パネルディスカッション  □シンポジウム 

・内容や学習スキルなど
教科との関連を生かし，
相手や目的に応じて，多
様な表現方法を指導し
ましょう。 

□カード □グラフ □マップ □図 □メリット・デメリット □ビフォー・アフター  

□アンケート  □フリップボード  □インタビュー   □手紙  □電話 

□メール    □図書資料     □インターネット  □実験・観察  

・目的に応じ，思考に沿
った思考ツールを組み
合わせて活用しましょ
う。 

□ 児童が学習内容についての 
   知識をもっていない場合 

□ 児童が学習内容についての 
知識をもっている場合 

小学校 単元改善シート 学習課題 （例）「地域や学校の特色に応じた課題」 

「今，求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）」Ｐ．24～30 参照 

「今，求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）」Ｐ38～44 参照 
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図２ 「単元改善シート」(中学校) 

探究的な学習における状況 改善のポイント 

実
態
把
握 

● 生徒の実態把握について，確認しましょう。 

□ 小学校における学習(キャリア教育関連)について，年間計画や聞き取りにより学習内容を把握する。 

□ 中学校の年間指導計画の確認及び前学年の担任からの聞き取りによりこれまでの学習内容を把握する。 

□ ウェビングやアンケート調査等により，生徒の興味・関心，学習スキルについて把握する。 

 

 
 

計
画
の
見
直
し 

● 年間指導計画，単元計画，評価計画等について，確認しましょう。 

□ 【単元名】（例）第1学年「 仕事について考えよう 」第 2・3学年 「自分の将来について考えよう」 

□ 【単元目標】（例）職場体験を通して，職業や自分に対する理解を深め，自己の将来の生き方を考える。 

□ 【各学校で定める育てようとする資質や能力及び態度】 

（例）・「課題設定力」日常生活や社会における事象から，自分で取り組むべき課題を見付ける。 

・「問題解決力」情報収集した事柄を整理・分析し，まとめ・表現する力。  

・「コミュニケーション力」他者と協力しながら主体的に取り組む態度。 

・「自己の生き方」自分にできることや学ぶことについて考え，自分の生き方につなげる力。 

□ 【各学校で定める評価の観点，評価規準，評価方法】 

（例） 

評価の観点 課題設定力 問題解決力 コミュニケーション力 自己の生き方 

評価規準 
 
 

   

評価の方法     

□ 【年間指導計画における教科の内容と学習スキルの関連】 

     （例）・国語（内容）日常生活や社会生活から課題を決め，材料を集め分類・整理し，構成を工夫し，考えをまとめる。 

（学習スキル）カードを用いて，情報を収集する。ＫＪ法的な手法を用いて，集めた情報を分類する。 

□  【教材についての共通理解】 

ウェビング等を活用し，教材の広がりや対象，学習活動，教科との関連(内容及び学習スキル)について，確認する。 

 

探究的な学習の指導について 
評価について 
◎評価の観点 ○評価規準 

☆評価方法 

改善のポイント 

課
題
の
設
定 

● 生徒の実態に応じた手立てを工夫しましょう。  

 （例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎評価の観点 

（           ） 

○評価規準 

（           ） 

☆評価方法 

□行動観察 

□制作物（例：ウェビングや 

ＫＪ法的なワークシート） 

□ポートフォリオ 

□自己評価（例：振り返りカ 

ード） 

□相互評価 

□他者評価（例：外部講師， 

保護者等） 

 

情
報
の
収
集 

● 課題や目的に応じて，相手意識をもって，多様な情報収集の方法を選択しましょう。 

（例） 

 

 

 

 

 

◎評価の観点 

（           ） 

○評価規準 

（           ） 

☆評価方法 

□行動観察 

□制作物 

□ポートフォリオ 

□自己評価（例：振り返りカード） 

□相互評価 

□他者評価（例：外部講師，保護者等） 

 

整
理
分
析 

● 目的に応じた方法を選択し，比較・分類・序列化・関連付けなど手立てを考えましょう。 

（例） 

 

 

 

 

 

ビフォー アフター 

仕事への考え 仕事への考え 

○○○○・・・・・ ○○○○・・・・・ 

自己の適性 自己の適性 

○○○○・・・・・ ○○○○・・・・・ 

 

 

○○○○ 

メリット デメリット 

仕事の特性○○○

○・・・・・・ 

自己の適性○○○

○・・・・・・ 

仕 事 の 特 性 ○ ○ ○

○・・・・・・ 

自 己 の 適 性 ○ ○ ○

○・・・・・・ 

◎評価の観点 

（           ） 

○評価規準 

（           ） 

☆評価方法 

□行動観察 

□制作物（例：ビフォー・ア 

フター，メリット・デメリ 

ットの入ったワークシー 

ト） 

□ポートフォリオ 

□自己評価（例：振り返りカ 

ード） 

□相互評価 

□他者評価（例：外部講師， 

保護者等） 

 

ま
と
め
・
表
現 

● 相手意識や目的意識を明確にし，より効果的な方法でまとめ・表現する方法を考えましょう。 

（例） 

 

 

 

 

  

◎評価の観点 

（           ） 

○評価規準 

（           ） 

☆評価方法 

□行動観察 

□制作物 

□ポートフォリオ 

□自己評価（例：振り返りカード） 

□相互評価 

□他者評価（例：外部講師，保護者等） 

 

・教科で学ぶ内容と学習
スキルについて関連させ
ましょう。 

・思考ツールを活用し，
教材について共通理解を
図りましょう。 

中学校 単元改善シート 学習課題 （例）「職業や自己の将来にかかわる課題」 

 

・単元の学習を通して，
育てようとする資質や能
力及び態度について定
め，確認しましょう。 

・生徒の目指す姿を想定
し，いつ，どのような方
法で評価するか確認し，
共有しましょう（ＧＴや
保護者とも共有）。 

① SWOT 分析を通して，自分の強みや弱みを

自覚し，良いところや改善が必要なことを

考える。 

② ブレインライティングを通して，他者から

見た自分の良さについて自覚する。 

② 身近な人からの聞き取りや仕事調べなど

調査活動を行う。 

④ KJ 法的な手法を活用し，情報を分類・整

理し，情報の共有化を図り，課題を設定す

る。グループ(協同学習) 

① ウェビングやカードを活用し，      

個人の既有知識を書き出し認識する。 

② グラフなどの統計や写真等を提示し，    

生徒の認知基準とのずれを生かす。 

③ 見学やインタビューなど体験活動を行

い，認識との違いについて確かめる。 

④ ウェビングやカードを活用し，収集した

情報を再検討し，課題を設定する。 

□アンケート  □フリップボード  □インタビュー  □手紙  □電話 
 
□メール    □図書資料   □インターネット  □実験・観察  

□ 生徒が学習内容についての 
  知識をもっていない場合 

□ 生徒が学習内容についての 
知識をもっている場合 

・生徒の実態に応じて，
多様な思考ツールを活用
し，課題を設定できるよ
うな手立てを工夫しまし
ょう。 

□新聞     □レポート  

□パンフレット □ポスター 

□報告会   

□プレゼンテーション □振り返りカード  

□自己評価カード 

□ パネルディスカッション  □ シンポジウム 

□カード □グラフ □マップ □図 □メリット・デメリット □ビフォーアフター 

□カード □グラフ □マップ □図 □メリット・デメリット □ビフォーアフター 

□カード □グラフ □マップ □図 □ベン図 □座標軸の入ったワークシート 

・目的に応じ，思考に沿
った思考ツールを組み合
わせて活用しましょう。 学習前の自分と，体験活動や調査活動を通して情報を

収集した後の自分について比較することにより，自己

の成長を自覚させる。 

自分の将来について，多様な情報や自己の適性を

基に比較しながら考えを深める。 

□ ビフォー・アフター □ メリット・デメリット 

・公共の図書館や各官庁，
各県市町の施設を積極的
に活用しましょう。 
・ＩＣＴを効果的に活用
し，遠隔地からの情報収
集も工夫しましょう。 

「今，求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（中学校編）」Ｐ．39～44 参照 

「今，求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（中学校編）」Ｐ．24～30 参照 

・内容や学習スキルなど
教科との関連を生かし，
相手や目的に応じて，多
様な表現方法を指導しま
しょう。 
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２ 研究の内容と方法 
研究協力校における「単元改善シート」の具体的

な活用方法や改善の具体例を提示することにより，

県内外の小学校，中学校の総合的な学習の時間にお

ける探究的な学習の指導と評価の改善へとつなげる。 

研究協力校に一年次の研究で作成した「単元改善

シート」を提示し，「単元改善シート」を活用するこ

とで，各校における探究的な学習の指導と評価に関

する課題を明らかにする。その後，授業実践を行う

ことにより改善を図る。 

検証については，表１に示す。 

授業実践後，「単元改善シート」の活用状況につい

て教職員アンケートを実施し，分析・考察を行う。  

また，探究的な学習の指導と評価の改善については，

授業観察及び児童生徒のワークシートから分析・考

察を行う。 

これらの分析・考察により課題を明確にし，「単元

改善シート」の改訂を行う。 

 
表１ 検証の視点と方法 

 

３ 研究計画 
 本研究の計画及び経過について，表２に示す。 

 
表２ 研究の計画及び経過 

 

Ⅱ 総合的な学習の時間における探究的な学

習  

小学校，中学校学習指導要領解説総合的な学習の

時間編（平成20年，以下「解説」とする。）では，総

合的な学習の時間における探究的な学習とは，問題

解決的な活動が発展的に繰り返されていく図３に示

したような一連の学習活動のことである。児童生徒

は，「①日常生活や社会に目を向けたときに湧き上が

ってくる疑問や関心に基づいて，自ら課題を見付け， 

②そこにある具体的な問題について情報を収集し， 

図３ 探究的な学習の過程 

 

③その情報を整理・分析したり，知識や技能に結び

付けたり，考えを出し合ったりしながら問題の解決

に取り組み，④明らかになった考えや意見などをま

とめ・表現し，そこからまた新たな課題を見付け，

さらなる問題の解決を始めるといった学習活動を発

展的に繰り返していく。」1)と示されている。 

本研究では，総合的な学習の時間における探究的

な学習の過程である①「課題の設定」②「情報の収

集」③「整理・分析」④「まとめ・表現」の四つの

過程による学習を探究的な学習とする。 

 

Ⅲ 総合的な学習の時間の評価 
 

１ 評価の基本的な考え方 
 平成22年３月中央教育審議会初等中等教育分科会

教育課程部会「児童生徒の学習評価の在り方につい

て（報告）」（以下報告という。）において，具体的な

評価の在り方については，「各学校が自ら設定した

目標や内容を踏まえて観点を設定し，それ即して文

章の記述による評価を行っており，新しい学習指導

要領下でも現在の評価の在り方を維持することが適

当である」2)とし，総合的な学習の時間評価において

は，引き続き，各教科の学習の評価と同様，観点別

学習状況の評価を基本とすることとしている。 

平成22年５月の初等中等教育局長通知「小学校，

中学校，高等学校及び特別支援学校等における児童

生徒の学習評価及び指導要録の改善等について」で

は，「総合的な学習の時間の記録については，この時

間に行った学習活動及び各学校が自ら定めた評価の

観点を記入した上で，それらの観点のうち，児童生

徒の学習状況に顕著な事項がある場合などにその特

徴を記入する等，児童生徒の学習状況に顕著な事項

がある場合などにその特徴を記入する等，児童生徒

検証の視点 方法 

「単元改善シート」の活用によっ

て探究的な学習の指導と評価を改

善することができたか。 

教職員を対象にした

アンケート 

授業の観察とその考

察 

児童生徒のワークシ

ートの分析 

研 究 内 容 期 間 

○ 研究計画書の作成 

○ 研究協力校における実践

とその分析・考察 

○ アンケートの分析・考察 

○ 研究報告書の作成 

４月 

５月～１月 

 

11月～１月 

12月～３月 
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にどのような力が身に付いたかを文章で記述する」 3)

としている。 

また，評価規準について「報告」では，「各学校に

おいて具体的な学習状況を想定した評価規準を設定

することは，各教科と同様，総合的な学習の時間に

ついても児童生徒がどのような学習状況にあるかを

適切に把握し，学習活動を改善するために重要であ

る」4）としている。 

以上のことから，総合的な学習の時間では，各学

校において目標や内容を定めることから，その目標

や内容に従って評価の観点を適切に定めることが大

切であると言える。その上で，どのような力が身に

付いたのかを適切に把握するために，児童生徒の学

習の姿を基にした評価規準を設定することが求めら

れていると考えられる。 

 

２ 評価の方法 
「解説」では，総合的な学習の時間における児童

生徒の具体的な学習状況の評価の方法については，

まず，信頼される評価とするために，教師の適切な

判断に基づいた評価が必要であり，著しく異なった

り偏ったりすることなく，およそどの教師も同じよ

うに判断できる評価の観点や評価規準を確認し，こ 

れらに基づいて児童生徒の学習状況を評価する等

が述べられている。この場合には，各学校において

定められた評価の観点を，１単位時間ですべて評価

しようとするのではなく，一定程度の単位時間の中

において評価を行うように心がける必要がある。次

に，多様な評価とするためには，異なる評価方法や

異なる評価者による多様な評価を適切に組み合わ

せることが重要である。 

さらに，学習状況の結果だけではなく過程を評価

するためには，評価を学習活動の終末だけではなく，

事前や途中に適切に位置付けて実施することが大切

である。多様な評価方法が，学習活動前の児童生徒

の実態の把握，学習活動中の児童生徒の学習状況の

把握と指導の改善，学習活動終末の児童生徒の学習

状況の把握と指導の改善という，各過程に計画的に

位置付けられることが重要である。すべての過程を

通して，児童生徒の実態や学習状況を把握し，適切

な指導に役立てることが大切である。 

なお，総合的な学習の時間では，児童生徒一人一

人の中に個人としてはぐくまれているよい点や進歩

の状況等を積極的に評価することや，それを通して

児童生徒自身も自分のよい点や進歩の状況等に気付

くようにすることも大切である，と述べられている。 

 

Ⅳ 「単元改善シート」の活用に関する分

析と考察 

 

１ 「単元改善シート」の活用状況 
 「単元改善シート」の項目に対応した表３のアン

ケート項目において，教職員が「単元改善シート」

を活用した後，どれくらい参考になったかの割合を

４段階評定尺度法において表したものを図４に，記

述内容を表４に示す。 
 

表３ アンケート項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全項目の肯定的な回答の平均値が86％の割合であ

ることと記述内容から総合的な学習の時間における

探究的な学習の指導と評価を行うに当たり参考にな

ったことが分かる。 

しかし，「１ 探究的な学習における状況」の「計

画の見直し」項目③④⑤⑥や「３ 評価について」

の「課題の設定」項目⑪において，肯定的な回答の 

平均値が全体平均の86％よりも低く，他の項目と

比較して「単元改善シート」があまり活用されなか

ったことが明らかとなった。 

これらの要因として，教職員のアンケート調査の

記述や聞き取りによる調査から「１ 探究的な学習

における状況」の「計画の見直し」項目③④⑤につ

項目 内容 

１ 
 
探
究
的
な
学
習
に
お
け
る
状
況 

実 態 把
握 

① これまでの学習内容を把握する項
目において 

② 
児童生徒の興味・関心，学習スキ
ルについて把握する項目において 

計 画 の
見直し 

③ 
各学校で定める育てようとする資
質や能力及び態度について確認す
る項目において 

④ 
各学校で定める評価の観点，評価
規準，評価方法を把握する項目に
おいて 

⑤ 
年間指導計画における教科の内容
と学習スキルの関連について確認
する項目において 

⑥ 教材について共通理解をする項目
において 

２ 
 
探
究
的
な
学
習
の
指
導
に
つ
い
て 

課 題 の
設定 

⑦ 児童生徒の実態に応じた手立てを
工夫する項目において 

情 報 の
収集 ⑧ 

課題や目的に応じて，相手意識も
って，多様な情報収集の方法を選
択する項目において 

整理・分
析 

⑨ 
目的に応じた方法を選択し，比
較・分類・序列化・関連付けなど
手立てを考える項目において 

まとめ・ 
表現 

⑩ 
相手意識や目的意識を明確にし，
より効果的な方法でまとめ・表現
する方法の項目において 

３ 
 
評
価
に
つ
い
て 

課 題 の
設定 ⑪ 探究の過程での評価項目において 

情 報 の
収集 ⑫ 探究の過程での評価項目において 

整理・分
析 

⑬ 探究の過程での評価項目において 

まとめ・ 
表現 ⑭ 探究の過程での評価項目において 
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いて，「計画がすでに決まっていたので大きく見直

す必要がなかった」や「学習活動をすでに行ってい

るため途中で見直すことができなかった」など，学

習途中での見直しが意識されていないことが分かっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図４ 教職員による「単元改善シート」の活用状況 

 

また，「３ 評価について」の探究の過程におけ

る評価について項目⑪⑫の「課題の設定」「情報の

収集」について，「自己評価について４段階で評価

し，自由記述を設定していなかったため，児童の姿

を見取ることができなかった」や「グループ学習に

おける個の学びを見取ることができなかった」等が

あった。 

 このように，総合的な学習の時間における探究的

な学習の指導と評価を行うに当たり概ね参考になっ

たことが分かる。しかし，趣旨やねらいとの教職員

の意識のずれや探究の過程における児童の姿を見取

るための評価について課題が見られた。 

 

２「単元改善シート」の活用の実際 
本研究における一年次で作成した「単元改善シー

ト」の表３で示したアンケート項目番号に沿って，

その活用状況を示し，その効果について考察する。 

 

(1) 「１ 探究的な学習における状況」 

ア 児童生徒の実態把握（項目①） 
（ア） これまでの学習内容の把握 

一年次における実態調査では，事前にこれまでの

学習内容等児童生徒の実態把握が行われていない現

状が見られた。 

研究協力校において単独及び通年型サテライト研

修を兼ねた学校では，各学年の年間指導計画の確認

や前学年担任からの聞き取りを行うことにより，項

目①を参考にし，これまでの学習内容の把握など情

報の共有化を図ることができた。 
 

表４ 教職員のアンケートの記述内容の一部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ） 児童生徒の興味・関心，学習スキルの把握（項

目②） 

一年次における実態調査からウェビングやアンケ

ート調査等により，児童生徒の興味・関心や学習ス

キルについての把握が行われていない現状が見られ

た。 

府中町立府中中央小学校第５学年では，これまで，

単元前の児童の実態把握を行っていなかった。この

ことから，項目②を参考にし，総合的な学習の状況

について表５のような実態調査アンケートを児童対

象に行った。さらに，項目①を参考にし，前学年の

担任からの聞き取りやこれまでの学習内容の把握を

行った。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

全体

37%

37%

32%

21%

37%

32%

68%

47%

53%

42%

44%

33%

39%

33%

40%

53%

53%

47%

53%

32%

47%

26%

47%

47%

53%

33%

50%

50%

56%

46%

5%

5%

21%

21%

26%

16%

5%

5%

5%

17%

17%

11%

11%

12%

5%

5%

5%

5%

5%

6%

2%

１とても参考になった ２参考になった

３あまり参考にならなかった ４参考にならなかった

ｎ＝19 （単位％）

項目 記述内容 

１ 
 
探
究
的
な
学
習
に
お
け
る
状
況 

実態
把握 

・「実態把握の例示」を参考に，児童の興味・
関心を把握することができた。このことに
より課題の設定にいたるまでの学習内容が
計画しやすくなった。 

計画
の見
直し 

・何を目的としてその活動を行うのか，どの
ような力を育てようとしているのかを明確
化することにより，共有することができた。 

・活動のつながりを関連付けたり，一本筋の
通った目標を設定したりすることができ
た。 

・活動に思考ツールを取り入れ，評価の観点
や評価の方法，付けたい力と関連付けて設
定し直すことができた。 

・教科の単元を入れ替えるなどして，有効に
活用することができた。 

２ 
 
探
究
的
な
学
習
の
指
導
に
つ
い
て 

課題
の設
定 

・学習内容や実態に応じて，体験活動で制作
したものを比較して考えさせた。 

・「児童の実態に応じた手立ての具体例」を参
考に写真を掲示し，認知規準とのずれを生
かすことで児童は主体的に課題を設定する
ことができた。 

・ウエビングやＫＪ法的な手法を使って，情
報をつかんだ。 

情報
の収
集 

・ＩＣＴを活用することができた。 
・地域の祭りで，フリップボードを持ってイ
ンタビューをした。 

整理 
・分 
析 

・例示されているカードを使ったＫＪ法的な
手法で情報を整理することができた。 

・「改善のポイント」の「目的に応じた思考ツ
ールを組み合わせる」がヒントになった。 

・グループ協議の目的を明確にするとともに，
個人が役割をもち，全員が参加できる体制 
を作ることができた。 

まと
め・ 
表現 

・相手や目的に合わせて効果的な方法でまと
めたり，表現したりすることができた。 

３ 
 
評
価
に
つ
い
て 

課題
の設
定 

・活動後，他者評価等の多様な評価方法を行

うことができた。 

・何で評価するのかいくつも方法が挙げられ

ているので，参考にして評価方法を考える

ことができた。 

・自己評価の項目について学年で吟味して工

夫した。 

・児童同士の相互評価をする場の設定ができ

た。 

情報
の収
集 

整理 
・分 
析 

まと
め・ 
表現 
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表５ 総合的な学習の時間 実態調査アンケート 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの調査結果から，地域の人からの聞き取り

等外部と関わる活動が設定されていないことや学級

単位のみの学習で学年単位での学習が行われていな

いことが明らかとなった。 

このことから，項目⑧を参考に，フリップボード

を活用した地域の人からの聞き取りの活動や地域行

事への参加や項目⑭を参考に，学年単位での相互評

価の場の設定など単元計画の見直しへとつなげるこ

とができた。 

このように，単元改善シートにおける改善のポイ

ントとして示している「年間指導計画が，児童生徒

の実態に応じて作成されているか確認」を行い改善

を図ることができた。 

イ 計画の見直し 
（ア） 年間指導計画，単元計画，評価計画等の教職員

の共通理解を図る（項目③④） 

一年次における実態調査から，各教科等の学び方

やものの考え方については，中学校において約半分

の学校が年間指導計画に反映されていないことが分

かった。 

各研究協力校における児童生徒の実態把握の有無

や年間指導計画，単元計画を見直すことにより，各

学校における総合的な学習の時間の目標や育てよう

とする資質や能力及び態度，評価の観点，教科との

関連についての確認を行った。さらに，単元改善シ

ートの改善のポイントとし示している「児童生徒の

目指す姿を想定し，いつ，どのような方法で評価す

るかの確認」を行うことで，教職員の共通理解を図

った。  

このように，教職員の共通理解を図ることで，次

のような計画の見直しが行われた。 

まず，尾道市立美木中学校第１学年は，今年度，

尾道市立原田中学校との統合に伴い，単元を新設し

た。 

これまで，尾道市立原田中学校では，アントレプ

レナー教育に基づき，地域の素材である落ち葉を利

用した腐葉土作りと販売を行う模擬会社を起業する

学習を行っていた。今年度の統合に当たり，美木中

学校では，これらの学習を引き継ぎ，第１学年の単

元として，「模擬会社ＭＮＣ ～Miki Natural Company

～」を設立した。 

模擬会社ＭＮＣでは，生徒会執行部が会社幹部と

なり，第１学年は各部署に分かれ，社員として商品

開発や販売などの学習活動を行う。 

入社式では，企業「万田酵素」からＧＴを招き「会

社設立の心得」について聞き取る活動を設定した。

また，その後，代表者による会社視察を行い，さら

に，地域の企業訪問等，身近な実社会とのつながり

を多く設定している。 

また，三次市立三和中学校第３学年では，既存の

単元における育てようとする資質や能力及び態度に

関する系統性を図る観点から，単元の見直しを行っ

た。 

これまで，中学校区内の小学校や地域の人と年間

３回の交流活動を設定していた。しかし，これらの

学習につながりがないことや行事に参加するだけの

活動となっていたため，小学校でのリトルティーチ

ャー（小学校の経験を生かした異年齢交流の企画），

地域の人との運動会，（運動会の経験を生かした地

域行事の企画），ふれあいサロン（高齢者との共同企

画）の三つの行事を，相手や場に応じた観点から生

徒に企画させたことにより，生徒の主体的な学びへ

総合的な学習の時間 実態調査アンケート 

これは，テストではありません。これまでに，総合的な学習の

時間で学習したことについてのアンケートです。 

 

１ 課題を決める時，自分で決めることができていますか。          

（はい・いいえ） 

２ 課題を決める時，どんなことが難しいですか。 

 ①知らないことなので，調べたいことが思いつかない。 

 ②調べたいことがたくさんあって選ぶことができない。 

 ③あまり興味のないことなので調べたいと思わない。 

 ④その他 

３ 調べたいことをどのような方法で調べますか。 

 ①アンケート ②フリップボード ③インタビュー ④手紙 

⑤電話 ⑥メール ⑦本 ⑧インターネット ⑨実験・観察  

⑩その他 

４ 集めた情報をどのようにして整理したり考えたりしていま

すか。 

 ①情報を比較して考えている。 

 ②情報をグループに分けて考えている。 

 ③情報をランキングして考えている。 

 ④情報と情報を関連付けて考えている。 

５ どんな方法で整理したり，分析したりしていますか。 

 ①カードを使って集めた情報をグループに分けて考えている。 

 ②集めた情報をグラフに表して考えている。 

 ③集めた情報をマップに表して考えている。 

 ④集めた情報を図に表して考えている。 

 ⑤集めた情報を表に表して考えている。 

 ⑥メリット（よいところ）やデメリット（悪いところ）を考

えている。 

 ⑦ビフォー・アフターで考えている。 

６ 調べたことや分かったことをどのような方法で伝えていま

すか。 

 ①新聞 ②レポート ③パンフレット ④ポスター  

⑤報告会 ⑥プレゼンテーション 

 ⑦パネルディスカッション ⑧シンポジウム ⑨その他 

７ 調べたことや分かったことを伝える時，どのようなことに

気を付けていますか。 

 ①伝えたいことが相手に分かりやすく伝わるように方法を考

えている。 

 ②伝えたい相手に分かりやすく内容が伝わるように工夫して

いる。 

８ 誰に伝えたいですか。（            ） 
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とつなげることができたと考える。 

（イ） 教科の内容やスキルと関連させた単元の見直 

し（項目⑤）  

東広島市立吉川小学校では，これまで年間指導計

画の中で，教科との関連を意識していなかった。項

目⑤を参考にし，図５のように年間指導計画におい

て，各教科との関連を明確にしすることや単元計画

に教科の内容とスキルを位置付けるなどの改善が見

られた。 

このことから，単元改善シートの改善のポイント

に示している「教科で学ぶ内容と学習スキルについ

ての関連」を行うことができた。このことにより，

教科における単元の組み換えなど見通しをもった指

導へと生かすことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図５ 東広島市立吉川小学校第３・４学年教科等と関連させ

た単元構造図 

 

（ウ） 教材の共通理解（項目⑥） 

一年次における実態調査から，小学校，中学校に

おいては，児童生徒の実態を踏まえた教材開発を行

う時間が十分に取れない状況や地域の人材や教材が

既に決まっていることから，学習内容が固定化しが

ちになっていることが考えられた。 

そこで，校内研修において，単元に関わる地域の

教材についてＫＪ法的な手法を活用することにより，

職員間の共有を図るとともに課題を明確にすること

ができた。 

三次市立三和小学校では，今年度教職員の異動が

多くあり，地域についての理解が不十分な状況が見

られた。そのため，夏季休業中に校内研修を行い，

２学期以降の単元の見直しを行った。 

まず，前年度在籍の教職員と共に，地域における

教材となり得る素材について，ＫＪ法的な手法を用

いて各自の情報を書き出すことにより短時間で情報

の共有化を図った。その後，夏季休業中に，地域の

地場産業や福祉施設を訪問して聞き取りをするなど，

地域素材についての教材研究を行った。さらに，２

学期の単元において，新たに地元の支所やコンビニ

エンスストアからＧＴを招くなど，地域の人材の活

用を図った。 

このように，単元改善シートの改善のポイントに

示している「思考ツールを活用し，教材について共

通理解を図る」ことを通して，既存の単元について，

教職員がチームで考えを出し合い，短時間で地域教

材に対する理解を深めることにより，学習活動に広

がりをもたせることができた。 

(2) 「２ 探究的な学習について」  

ア 「課題の設定」 
 

表６ 三次市立三和小学校第３学年単元計画 

単元名：大豆のひみつ探検隊  

～知りたい！作りたい！広めたい！ 

三和の特産「成広谷とうふ」～ 

次 学習活動 

一次 

とうふを作ろう！ 

○課題を設定しよう。 

○とうふ作りについて調べよう。 

○情報を整理しよう。 

○とうふを作ろう。 

○とうふ作りの反省をしよう。 

二次 

成広谷とうふに挑戦しよう！ 

○とうふ作りについて調べよう。 

○情報を整理しよう。 

○完璧なとうふ作ろう。 

○学習発表会で発信しよう。 

○匠に感想を聞こう。 

三次 

成広谷のとうふを広めよう！ 

○成広谷のとうふを広める方法を考えよう。 

○情報を整理しよう。 

○地域へ発信しよう。 

 

一年次における実態調査より，多くの学校で体験
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活動や調査活動は行われているが，それらの情報か

ら課題を設定するための多様な手立てがなされてい

ないことが分かった。このことから，改善のポイン

トとして，児童生徒の実態に応じて，多様な思考ツ

ールを活用し，課題を設定できるような手立ての工

夫について示した。 

「課題の設定」においては，児童生徒の興味・関

心等の事前の調査が十分に行われないまま課題が設

定されていたり，児童生徒の意識のずれを生かすよ

うな具体的な指導がされずに学習が進められたりし

ている状況が見られた。 

このことから，「単元改善シート」では，単元計画

時に児童生徒の実態調査を通して，児童生徒の興

味・関心について把握し，「課題の設定」の過程の導

入時に「興味拡張性」と「構造不合理性」を生かし

た導入の工夫について提示を行った。 
（ア） 「興味拡張性」の活用（項目⑦） 

三次市立三和小学校第３学年では，表６の一次「と

うふを作ろう！」において，豆腐の作り方について，

家族への聞き取りや図書による情報収集を行い，豆

腐作りにチャレンジする学習を行った。 

これまで，「課題の設定」の導入時に，興味関心を

引き出す動機付けを意識していなかった。このこと

から，「とうふ作りの反省をしよう」では，豆腐作り

の結果の提示において，児童の興味関心を引き出す

動機付け（興味拡張性）を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図６ 興味拡張性の活用 

 

授業導入時に，前時の豆腐作りの活動を想起させ

た後，成果物である豆腐を箱の中に隠した状態で提

示を行った。箱に入れた状態のまま豆腐の出来具合

について想像を広げさせた後，提示を行った。 

自分たちの作成した豆腐の出来具合に興味関心が

ある中で，上手に出来ていない豆腐を提示すること

により，「もっと上手に作りたい」「どうして上手に

できなかったのか」など，課題意識をもたせること

ができた。その後，成広谷豆腐（製品）と比較する

ことで，共通点や相違点を考える活動を通して課題

を明確にし，豆腐作りの再チャレンジに向けた課題

を設定することができた。 

（イ） 「構造不合理性」の活用（項目⑦） 

三次市立三和小学校第４学年では，表７の一次「自

然・環境マップを作ろう！」では，三和地域の自然

や環境について家族や地域の人，三次市環境政策課

への聞き取り調査や町探検を通して，情報の収集を

行い課題の設定を行った。 
 

表７ 三次市立三和小学校第４学年単元計画 

単元名：三和町環境守り隊 

   ～美しい自然を未来へ残そう～ 

次 学習活動 

一次 

自然，環境マップを作ろう！ 

○課題を設定しよう。 

○三和の自然を調べよう。 

○自然，環境マップを作成しよう。 

○自分たちにできることを考えよう。 

二次 

美しい自然を残そう！ 

○グループで取り組むための情報を集めよう。 

○情報を整理しよう。 

○グループで実践しよう。 

三次 

取組を三次市へ広めよう！ 

○取組を広める方法を考えよう。 

○情報を整理しよう。 

○地域へ発信しよう。 

 

三次市立三和小学校第４学年では，表７の一次「自

然・環境マップを作ろう！」では，項目⑥の教材の

共通理解を生かし，三和地域の自然や環境について

家族や地域の人，三次市環境政策課への聞き取り調

査や町探検を通して，情報の収集を行い課題の設定

を行った。 

 これまで，児童の実態調査から課題の設定の工夫

がされていなかった。このことから，項目①②を参

考にした実態調査を行い，その結果を生かすことで

児童の認知基準とのずれを生じさせ，既有の知識と

の概念的葛藤（構造不合理性）を引き起こさせた。 

具体的には，導入時において，これから探究して

いく地域の美しい自然について既有の知識である写

真を提示しながら考えを広げる場を設定した。 
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図７ 構造不合理性の活用 

 

その後，山の中に不法投棄されているゴミだらけ

の写真を提示することにより，児童の認知基準であ

る「美しいわが町」とのずれを示す。 

このことにより，児童は「美しい三和町のはずが

実は山の中にはゴミがいっぱいだ」や「どうしてこ

んなにゴミがあるのか」など，既有の知識との概念

的葛藤を引き起こし，児童の興味関心や課題意識を

深めることができた。 

（ウ） ウェビングの活用（項目⑦） 

三次市立三和小学校第６学年では，表８の一次「20

年後の自分について考え，学習テーマを設定する」

では，20年後の自分についてウェビングを活用して

考えを広げる学習を設定した。 

これまで，「課題の設定」においてウェビングの活

用を行っていなかったが，児童の既有の情報をウェ

ビングにより可視化することで，児童自身が自分の

考えを把握することができ，教師も児童の考えを見

取ることができた。 

 
表８ 三次市立三和小学校第６学年単元計画 

単元名：もっとすばらしい自分へ 
   ～三和の輝いている人から学ぶ～ 

次 学習活動 

一次 

なりたい仕事を調べよう！ 
○課題を設定する。 
○自分がなりたい仕事ついて情報を集めよう。 
○情報を整理しよう。 
○お仕事交流会を開こう。 
○直接，地域の働いている人から学ぼう。 

二次 

輝いている人から学ぼう！ 
○輝いている人の情報を集めよう。 
○情報を整理しよう。 
○学んだことを伝えよう。 

三次 

20年後の自分へメッセージを送ろう！ 
○学んだことを自分へのメッセージにしよう。 
○情報を整理しよう。 
○ビデオメッセージ鑑賞会を開こう。 

 

児童は，中学校，高等学校と時系列に沿って，自

己の成長を想定しながら将来について自分の考えを

書き出していった。学校を卒業し社会に出る段階に

至ると一人一人の希望や価値観などが記述されるよ

うになった。 

図８の児童は，自分の将来について水泳選手を希 

望しているが，亡くなった祖父や父の仕事である「ポ

ン菓子作り」や「焼き米作り」についても自分が受

け継ぐという意識から将来についての記述を行って

いる。このように，多様な将来について想定する学

習は，多様な自己の生き方につながると考える。 

  

図８ 家族の一員としての関連 

 

図９ 自己の将来と教科との関連 

 

図10 自己の将来とワークライフバランスの関連 

 

また，図９の児童は，考古学に興味関心があり，

将来の職業として考古学者を希望している。ウェビ 
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ングを書き込む中で，外国で考古学を行うためには， 

英語力が必要なことに気付くことができている。 

このように，自分の将来と教科等との学習をつな

げることにより，必然性のある学習となり学習意欲

が高まると考える。 

図10の児童は，消防士を希望しており，消防士と

して必要な訓練や人の命を守ることについて気付い

ている。また，自己の生命の尊重や家庭生活につい

ても考えをもっており，自己の将来や職業について

考えさせる学習において，職業に特化することなく，

自己の生活についての考えをもたせるなど，生き方

であるワークライフバランスの視点の必要性が分か

る。 

このように，教師が児童生徒一人一人の思考の過

程を読み取ることでその後の指導に生かすことや児

童生徒自身が自分の考えを把握し，興味関心を自覚

することができることから，「課題の設定」における

ウェビングの活用は有効であることが分かる。 

三次市立三和小学校第４学年では，表７の一次に

おいて，単元導入時に児童自身の情報をウェビング

を活用し書き出す学習を行った。図11のように教師

が，児童一人一人の考えを把握することや児童自身

が自己の情報を把握する上で有効であったが，図 12

に示すように，地域の情報の書き出しではなく，言

葉の連想になっている児童が見られた。 

 

図11 キーワードに関連する事柄を示すウェビング 

図12 言葉の連想になっているウェビング 

このように，ウェビングの導入段階においては，

児童の実態を把握しながら，実生活とのつながりや

教科における既習事項など視点を与えながら指導を

行う必要があることが分かった。 

イ 「情報の収集」（項目⑧） 

一年次における実態調査より，「情報の収集」の過

程において，相手や目的に応じた多様な方法が指導

されていないことが明らかとなったことから，多様

な方法が選択できるよう「単元改善シート」に方法

の一覧を提示した。 

（ア） フリップボードの活用 

 
表９ 府中町立府中中央小学校第５学年単元計画 

単元名：自然を知って環境を考えよう 

次 学習活動 

一次 
今年度のまなビーの学習のテーマを知り学習の

見通しをもつ。 

二次 
環境問題について書籍やインターネットを使っ

て知る。 

三次 
府中町以外の自然の様子と他地域とを比較し，

よさや問題点を見出す。 

四次 
環境問題の中からテーマを一つ決めて，個人調

べを行う。 

五次 
個人テーマでの調べ学習を整理し，新聞作りに

向けて構成する。 

六次 
環境出前教室で，地球環境が悪化していること

を知り，課題設定に役立てる。 

七次 環境問題の個人テーマ新聞作りをする。 

八次 府中町の環境について考える。 

九次 
同じテーマを設定した友達とグループを作り，

共同研究をする。 

十次 グループ新聞の中間発表を行う。 

十一次 
改善点などを踏まえてグループグループ新聞を

再構成する。 

十二次 
共同研究したことをグループで新聞にまとめ

る。 

十三次 
家の人や地域の人に自分たちの学習を発表す

る。 

十四次 自分達の実践を行う。 

十五次 
パソコンのプレゼンソフトなどを利用して，調

べたことをまとめる。 

十六次 
一年間の学習を振り返り，自らの成長を感じ，

来年度に向けて学び方を話し合う。 
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府中町立府中中央小学校第５学年では，表９の九

次「共同研究」において，「１ 探究的な学習の状況」

における実態調査や計画の見直しから，これまで児

童は，地域に出かけて人から直接情報収集を行った

ことがなかったが，地域行事の「椿まつり」におい

て，公衆衛生協議会主催のブースへの参加やフリッ

プボードを活用した地域の人々のごみの分別の実態

調査を行うことができた。児童はこれまでフリップ

ボードを活用したことがなかったが，教師の指導に

より，その有効性に気付くことができた。 

また，これらの活動を参考にし，他のグループで

は，地域のスーパーマーケットでの聞き取り調査へ

と広げることができた。児童の感想から，「声のかけ

方や聞き方によって質問に答えてくれるかどうか決

まる」や「若い人は忙しそうで答えてもらえなかっ

たけれど，高齢者は丁寧に答えてくれた」など年齢

層によって情報収集が異なる等新たな気付きが見ら

れた。 

このようにフリップボードを活用した体験活動を

通して，コミュニケーション力を伴う児童の主体的

な学習へとつなげることができた。 

（イ） 遠隔地の情報収集（項目⑧） 

一年次における実態調査より，地域の人材不足や

遠隔地であるためゲストティーチャーに直接インタ

ビューをすることが難しい等の記述が多く見られた。 

このことから，改善のポイントとして，ＩＣＴを

効果的に活用し，遠隔地からの情報収集の工夫につ

いての記述を行った。 

東広島市立吉川小学校第３・４学年では，表10の

二次「志和堀小学校の取組を聞き，できることを考

えよう」で，同市においてホタルについて学習を行

っている志和堀小学校の取組を知り，ホタルを増や

すために自分たちにできることについて検討を行っ

た。 

 
表10 東広島市立吉川小学校第３・４学年単元計画 

単元名：吉川の自然 増やし隊 

   ～ホタルが舞うすてきな吉川を創ろう～ 

次 学習活動 

一次 

古河川の自然の実態調査し隊！ 

古河川の川探検で川の現在の様子について理解 

することができる。 

二次 

志和堀小学校の取組を聞いてできることを考え 

よう実態調査をしたことと先進的な取組を続け 

ている志和堀小学校の活動を関連させて考え，調 

べてみたい課題を決めることができる。 

三次 

自分の課題を詳しく調査し隊！ 

調べたい課題に合った方法で各自が調べること 

ができる。 

四次 

調べたことの中間報告会を開きパワーアップさ

せようこれまで調べたことを友達と伝え合い，さ

らに詳しく調べたいことを見付けることができ 

る。 

五次 

「古河川の自然増やし隊」活動報告会を開こうこ

れまでに学習したことをまとめ，地域の方や外部

講師の方にお知らせする報告会を開くことがで 

きる。 

六次 

学習を振り返ろう 

これまでの学習を振り返り，取組の成果を明らか

にするとともに，自分たちの成長を確認すること 

ができる。 

 

志和堀小学校は吉川小学校より遠隔地にあり，児

童が直接インタビューを行うことができないことか

ら，教師が事前に取材を行い，図13のように写真を

提示しながら聞き取った内容について児童に伝える

場面を設定した。さらに，手紙を活用することで，

志和堀小学校の児童との交流を行った。 

このことにより，教師の語りや手紙を通して志和

堀小学校の取組や志和堀の地域の人の願いを理解す

ることができた。 

 

図13 教師による遠隔地の情報収集 

 

（ウ） ＩＣＴを活用した情報の収集 

表11の六次「新しい吉川を創造しよう！「吉川ら

しいおみやげ」開発プロジェクトでは，平成25年度

より，オーストラリアヴィクトリア州メルボルン郊

外のＭooneepondsＷestＰrimaryＳchool との交流を

行っていることから，図14に示すテレビ会議を通し

てオーストラリアのお土産についての情報収集を行

った。 

遠隔地でありながら，時差のないオーストラリア

との交流により，授業の中で児童が直接交流しなが

ら情報収集を行うことができた。 

このように，１年次の課題であった遠隔地におけ

る多様な情報収集や交流活動についてＩＣＴを活用

することに可能性を広げることができた。 
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表11 東広島市立吉川小学校第６学年単元計画 

単元名：ＳＵＮＮＹ トラベル 吉川 
   ～吉川のよさを世界に発信しよう！～ 

次 学習活動 

一次 
○○旅行会社を立ち上げよう！ 
会社名や活動内容を考え，「吉川」のよさを世界
に発信することに意欲をもつことができる。 

二次 

情報を集めよう！ 
吉川村誌などを調べたり，インタビューや実際に
現地に行ったりして，必要な情報を集め，目的に
応じてまとめることができる。 

三次 
パンフレットを作ろう！ 
考えたツアーを相手に分かりやすいパンフレッ
トにすることができる。 

四次 
集客しよう！ 
どうすればお客様を集められるか考え，集客の計
画・準備をし，実際に行動することができる。 

五次 

「ＳＵＮＮＹ トラベル 吉川」ツアー開催 
相手意識をもち，分かりやすく楽しくツアーに案
内するとともに，自分の役割を果たすことができ
る。 

六次 

新しい吉川を創造しよう！「おみやげ開発プロジ
ェクト」 
情報収集やツアーの活動を通して見付けた地域
の課題を解決するために，計画・準備・実行する
ことができる。 

 

図14 テレビ会議による情報収集 

 

図15 炭や水草を活用した水の浄化実験 

この他にも，情報収集の一覧を活用し，三次市立

三和小学校第３学年における豆腐作りの「実験・観

察」の活用を通して，自分たちが作った豆腐とプロ

の豆腐の作り方や出来具合の違いを比較することで，

より一層プロの素晴らしさに気付かせることができ

た。さらに，府中中央小学校第５学年「大気汚染」

グループは，地域の雨水と山間部（鳥取県日野町）

の雨水の違いについてパックテストを通して視覚的

に違いについて理解することができた。 

また，東広島市立吉川小学校第３・４学年では，

ホタルの住めるきれいな水をつくるために，図15の

地域の炭や水草を活用した水の浄化について「実

験・観察」を通してその有効性を確認することがで

きた。 

ウ 「整理・分析」（項目⑨） 

一年次における実態調査より，「整理・分析」の過

程における指導方法が理解されておらず，思考を深

める方法が活用されていないという課題が見られた。

このことから，「単元改善シート」に「整理・分析」

の過程における多様な方法の提示を行った。  

（ア） ＫＪ法的な手法の活用 

三次市立三和中学校第３学年では，表12の六次「ふ

れあいサロン」の活動後の振り返りにおいて，グル

ープごとに生徒一人一人の気付きを出し合い，情報

の把握や他のグループとの共有においてＫＪ法的な

手法を活用した。 

第二次に企画書を基に，グループで考えを出し合

う活動を行ったが，生徒一人一人の考えを出すこと

が難しく，話し合いがスムーズに行うことができな

かった。ＫＪ法的な手法を活用することにより，カ

ードに記述した内容を発表しながら検討を行うこと

で，話し合いを活性化することができた。さらに，

ＫＪ法的な手法を円滑に行うため，グループの人数

や生徒の構成についても改善を図ることができた。 

 
表12 三次市立三和中学校第３学年単元計画 

単元名：地域福祉行事への交流学習（ふれあいサロン） 

次 学習活動 

一次 ふれあいサロンでの中学生の果たす役割 

二次 ふれあいサロンの目的と課題設定 

三次 情報の収集と企画の再検討 

四次 

各企画の実施計画案の作成 

担当サロンごとの会長さんとの企画の交流 

事前準備 

五次 企画した内容の実施 

六次 振り返りと情報発信 
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尾道市立美木中学校第１学年では，模擬会社ＭＮ

Ｃにおける（企画開発部）企画課，研究開発・品質

管理課，(製造部)生産課，(営業販売部)営業販売課，

財務課の各課における仕事内容について，生徒一人

一人の考えを出し合い，課の仕事について共通理解

を図ることができた。  

このように，一人一人の考えを引き出すことや多

くの情報の把握や情報を共有する活動において有効

であることが分かった。 
 

表13 尾道市立美木中学校第１学年単元計画 

 

（イ） ベン図の活用 

東広島市立吉川小学校第３・４学年では，表10の

二次において，吉川小学校とホタルを守る活動を行

っている志和堀小学校の取組を比較しながらベン図 

 

図16 ベン図を活用した他地域との比較 

を活用して取組の共通点を考える活動を行った。空

間軸による他地域との比較をすることにより，自分

の地域の特徴を明確にすることができた。 

（ウ） 座標軸の活用 

東広島市立吉川小学校第３・４学年では，表10の

二次において，図17自分たちにできるホタルを増や

す活動として座標軸を活用した。縦軸を「実現可能・

不可能」，横軸を「自分たちで・大人の力を借りて」

とした。また，東広島市立吉川小学校第６学年では，

表11の六次において，吉川のお土産について検討を

行った。座標軸の縦軸を「実現可能・不可能」，横軸

を「吉川のお土産らしいか・否か」とした。 

この他にも，三次市立三和中学校では，地域の方

と共同企画を行った「ふれあいサロン」における企

画において，交流活動の内容について縦軸を「実現

可能・不可能」，横軸を「高齢者にとって参加できる

か・否か」とし，相手意識をもって検討を行うこと

ができた。  

このように，思考を促す内容によって座標軸の視

点を考慮することにより，児童が多面的に物事を考

えることができ，比較することで考えを明確にする

ことができる。 

 

図17 自分たちにできること 

 

（エ） マップの活用 

三次市立三和小学校第４学年では，表７の一次に

おいて，地域に不法投棄されているゴミの分布をマ

ップに表した。このことから，どのようなところに

ゴミが多くあり，ゴミを捨てる相手やゴミが多い環

境について考えることができた。 

東広島市立吉川小学校第３・４学年表10の二次に

おいて，吉川地域におけるホタルが目撃された場所

についての分布をマップに表した。マップに表すこ

とで，「どのような場所が多いのか」や「どうしてそ

の場所で多いのか」など，川を取り巻く環境につい

て考えを深めることができた。 

単元名：ＭＮＣ（美木ナチュラルカンパニー） 
～分析表（ＰＭＫ）を基に，課で改善すべきことを
考えよう～ 

次 学習活動 

一次 
情報に接しテーマを設定する 
○働くことについて考える。 
○職業について知る。 

二次 

テーマを追求する 
○ＭＮＣ（美木・ナチュラル・カンパニー） 
の活動についての学習テーマの設定をする。 
○講演会（企業について，経営者から話を聞く）
を聞く。 
○入社式 
○自分の付けたい力を考える。 
○企業と人材の関係について考える。 
○ＭＮＣの活動を行う。 

三次 
追求した結果をまとめる 
○ＭＮＣ活動のまとめ・活動の振り返りをす
る。 

四次 

他に働きかける 
○新入社員に向けてのプレゼンテーションを
作成する。 
○第２学年時の職場訪問について学習したこ
とを生かす方法を考える。 
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このように，マップによって可視化することで，

取り巻く環境やその原因について考えを深めること

ができた。 

（オ） その他(短期目標，長期目標)の活用 

尾道市立美木中学校第１学年表13の二次において，

第１回目の文化祭における「腐葉土」の販売活動の

振り返りにおいて，ＫＪ法的な手法を活用して共有

化を図った自分たちの部署としての役割を基に，図

18のマトリクスを活用して次回の販売活動への改善

について検討を行った。 

図18に示すように，第３回目の販売活動である，

原田地区での工夫を短期目標とし，その後の活動を

長期目標として話し合いを行った。販売活動におけ

る気付きを出し合う中で，自分の部署における工夫

改善についての話合いを行うことができた。部署ご

との話し合いを行った後，部署ごとの発表を行うこ

とで，全体での共有を図ることができた。 

 

図18 各部署における短期目標・長期目標（営業販売課） 

 

エ 「まとめ・表現」（項目⑩） 
一年次における実態調査より，相手意識や目的意

識を明確にして，多様な方法から適した表現方法を

選択することができていないという課題が明らかと

なった。総合的な学習の時間だけではなく，これら

のスキルは教科と関連させることでまとめ・表現の

方法を習得させることが期待できる。 

このことから，「単元改善シート」に教科の内容と

活用する学習スキルを関連させることを提示した。 

（ア） 新聞作り 

 府中町立府中中央小学校第５学年では，表９の七

次と十二次において２回の新聞作りを設定した。   

１学期七次は，地球規模の環境問題について図書

資料やインターネットによる情報収集を行い，収集

した情報をまとめることを目的として個人新聞を作

成した。環境について個人のテーマに沿って，新聞

を作ることにより，多くの情報を把握し，情報を選

択することで，内容を明確にすることができた。 

その後，個人テーマを設定し，地域の人々やＧＴ

から聞き取りを行うことで，テーマに沿った情報を

収集し，同じテーマのグループで壁新聞作りを行っ

た。複数の児童で協同的に新聞を作成することで，

内容や表現方法の吟味ができ，テーマにせまる新聞

作りを行うことができた。 

このように，目的に応じた新聞作りを行うことに

より，多様な表現力につながると考える。 

（イ） 米作りの歌詞作り 

東広島市立吉川小学校第５学年では，表14の七次

において音楽科との関連を図り，歌詞作りを行った。 
 

表14 東広島市立吉川小学校第５学年単元計画 

単元名：われら吉川 米づくり隊！ 

   ～受け継ごう！伝えよう！吉川米！～ 

次 学習活動 

一次 

米作りについて調べよう 

米作りについて，興味・関心のあることをインタ

ーネットや資料を使って調べることで，吉川の米

作りへの関心を深めることができる。 

二次 

田植えをしよう 

学校田に，自分たちが種まきした苗を全校児童や

長寿会，保護者の方と一緒に田植えをすることが

できる。 

三次 

３・４年生と交流しよう 

体験したことや調べたことなど，米作りについて

調べたことを話し合うことで，自分の考えを深め

発表している。 

四次 

案山子を作ってお米を守ろう 

田植えをした苗が実って穂になること鳥から穂

を守るために，友達と協力して案山子作りを計画

することで，吉川のお米に愛着心を深めることが

できる。 

五次 

稲刈りをしよう 

学校田の稲刈りを全児童や長寿会，保護者の方と

ともにすることで，吉川の米作りに愛着をもつこ

とができる。 

六次 

収穫したお米を販売しよう 

吉川の文化祭で作った米を販売することで，地域

の方への感謝の気持ちをもつことができる。 

七次 

おもてなしの会を開こう 

地域の方への感謝の気持ちを餅料理や歌などで

表現したり，収穫したお米を使って餅つきをプレ

ゼントしたりすることができる。 

八次 

学びの振り返りをしよう 

吉川の地域のよさに気付き，地域を大切にしよう

とする気持ちをもつことができる。 

 

地域のＧＴに子供たちが口ずさんだメロディーか

ら作譜してもらい，曲に合わせてこれまでの体験活

動やその他の学習の中で，伝えたい事柄を選択し，

歌詞作りを通して内容の検討を行うことができた。 

図20の２番目の歌詞である「案山子」について子

供たちの多くの学びを引き出すために，三つのキー
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ワード「案山子のよさ」「案山子の様子や学んだこ

と」「案山子への感謝の気持ち」を提示し，図19に示 

すＹチャートを活用した。 

 小学校，中学校においては，児童生徒の実態を踏

まえた教材開発を行う時間が十分に取れない状況や

地域の人材や教材が既に決まっていることから，学

習内容が固定化しがちになっていることが考えられ 

る。 

図19 これまでの学びを引き出すＹチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

図20 米作りに関する歌詞作り 

 

これらのキーワードを基に，図20に示す案山子に

ついての歌詞作りが行われた。その他の歌詞につい

ても，児童がどのような体験活動や学びがあったか

見取ることができた。 

「案山子のよさ」については，丈夫なことや鳥か

らお米を守ってくれたこと，「案山子の様子や学ん

だこと」については，竹を切ってひもをきつく縛る

ことが大変だったことや雨にも強いこと，そして，

多くのねぎらいや感謝の気持ちが出された。 

また，「おもてなしの会」では，これまでの学びを

劇で表現したり，「ＭＹ マイ 吉川 われら吉川 

米つくり隊！」の歌を披露した。また，育てたお米

から作ったお餅とお米から商品開発した「もちもち

ライスコロッケ」のプレゼントをするなど，子供た

ちの学びと感謝の気持ちを表現することができた。

さらに，地域の文化祭において自分たちが育てた米

の販売活動を行った。 

（ウ） 地域や公共機関における表現活動 

東広島市立吉川小学校第３・４学年では，地域の

文化祭において，地域発信する活動を行った。自分

たちが学んだホタルについて水を浄化するための炭

や水草を活用した実験や石鹸作り，ホタルの生態等

地域の文化祭のブースにおける展示や広報活動を行

った。さらに，地域の「なんじゃもんじゃの会」の

方や東広島市役所環境対策課に自分たちの学びを伝

えることや東広島市役所にポスターを展示してもら

えるようにお願いするなど，多様な表現方法や多様

な表現の場を設定することができた。 
 

表15 ツアー計画 

歴史探訪部 

吉川の歴史に関する情報まんさい！吉川か

らつながる歴史にふれてみませんか？ 

9:00 学校出発→9:10 西福寺到着→9:30 西福

寺出発→10:00 長寿の森到着→10:20 長寿の

森出発→11:00 竹内家の説明→11:10 吉川ふ

れあいの里到着 11:40 吉川ふれあいの里出

発→11:50 学校到着 

ふれあい 

お土産部 

野菜などが売ってあるふれあいの里に行き

ます。その後，長寿の森という所で木で遊び

をします。 

9:00 出発→9:30 長寿の森到着→10:30 長寿

の森から出発→西福寺で休憩→11:15 ふれあ

いの里到着→出発→学校到着 

自然アグリ 

カルチャー

部 

吉川には自然がいっぱい！みんなの森は楽

しいよ！ 

9:00 出発（吉川小学校）→10:00 みんなの森

到着！→10:10 休憩タイム→吉川やみんなの

森について説明！→10:35 植物などのクイズ

をします（クラフトもします）→10:55 みん

なの森で記念撮影！→11:00 みんなの森を出

発！→11:00 みんなの森を出発！→11:45 吉

川小へと向かいます！→12:00 吉川小に到着 

 

「ＭＹ マイ 吉川」われら吉川 米つくり隊！ 
 

１ お米を作るぞ エイエイオー 

  種をぱらぱら 苗作り 

  元気に育ってね ターネーマキマキ ターネマキ 

  足がはまって   うんとこしょ 

  尻もちついても  がんばった 

  どろんこになった 田・植・え 

  吉川のみなさん  協力ありがとう 

２ 案山子を作るぞ エイエイオー 

  竹をギコギコ かた作り 

  丈夫な案山子が デキデキタヨ デキタヨ 

  雨にも負けずに がんばった 

  びしょびしょになった 案・山・子 

３ 稲刈り脱こく エイエイオー 

  かまでザクザク 稲刈り 

  みんなでがんばった イネイネカリ イネカリ 

  かゆいけど協力し かり終えた 

  かんそうさせて 脱こくだ 

  玄米になった お・こ・め 

  長寿会のみなさん 協力ありがとう 

４ 精米販売 エイエイオー 

  精米所まで 運んだよ 

  きれいなもち米が ダクダクサンデキタヨ 

  お米を販売 売れるかな 

  もち米どんどん 売れていく 

  みんなでがんばった は・ん・ばい 

  今まで見みなさん 協力ありがとう 

 



- 17 - 

（エ） 留学生へのツアー企画・実施  

東広島市立吉川小学校第６学年では，国際教育と

関連させ，表11の六次において，吉川地域のよさを

留学生に伝えるツアーを企画し，プレゼン及びツア

ーを実施した。自分たちの住んでいる地域のよさに

ついて，「歴史探訪部」，「ふれあいお土産部」，「自

然アグリカルチャー部」の３部に分かれて調べ活動

を行い，その結果から，ツアーの企画を行った。 

その後，ＪＩＣＡの協力により，中国からの研修

生(大学生)との交流を通して，中国四川の自然や食

文化，文化遺産についての聞き取りやツアーに向け

てのプレゼンを行った。その後，ツアーの希望をと

り，ツアーを実施した。 

(3)「３ 評価について」 （項目⑪⑫⑬⑭） 

一年次における実態調査より，評価の観点及び評

価規準について教職員間で共通理解を図ることや異

なる評価方法，異なる評価者による多様な評価を適

切に取り入れることができていないという課題が明

らかになった。  

このことから，「単元改善シート」に，評価の観点，

評価規準及び多様な評価方法を確認し，記述を行う

よう提示した。 

ア 自己評価 

府中町立府中中央小学校第５学年では，表９十次

における授業の導入部分で，本時のめあてとして，

「新聞が課題や考えに合った内容で構成されている

か考え，よりよいものになるようにお互いに意見を

出し合おう」を提示した。 

めあてに対する自己評価では，次の２点が考えら

れる。１点目は，「新聞が課題や考えにあった内容構

成であるかについて考えることができたか。」２点目

は「よりよいものになるように意見を出すことがで

きたか。」である。これに対し，振り返りカードでは，

「①課題や自分たちの考えを明確にして，分かりや

すく中間発表することができたか。」「②他のグルー

プの中間発表に対して，自分の意見を付箋に書くこ

とができたか。」「③他のグループの中間発表に対し

て，自分の意見を言うことができたか。」「④グルー

プで改善点について話し合うとき，積極的に話し合

うことができたか。」であった。 

振り返りにおける自己評価では，発表や気付きを

書くことや述べることに関することや積極的に話し

合いに参加することができたかどうかについて評価

を行うことができるが，めあての１点目である「新

聞が課題や考えに合った内容構成に関する意見を出

すことができたかどうか」について見取ることが難

しい。このように，指導と評価の整合性を明確にす

ることが重要であることが分かった。 

また，自己評価において，単元全体を通して毎時

間評価する内容と１単位時間における評価内容とを

明確にすることにより，指導とそれに対する評価の

整合性が見られると考える。 

イ 体験活動後の振り返りにおける自己評価及び

相互評価 

体験活動後の授業における導入時や終末において，

ＩＣＴを活用した体験活動の想起や振り返りを行っ

た。 

三次市立三和小学校第５学年では，表16二次にお

いて地域の福祉施設「喜楽園」で交流活動後の振り

返りにおける授業導入時に，交流場面の写真の提示

を行った。 

児童の行動観察から，自分たちが「喜楽園」を訪

問し，高齢者の方の楽しそうな様子を見ることで，

自分たちの活動が有効であったことを感じることが

できていた。 

このように，体験活動全体の想起や自己の活動を

メタ認知することで，相手意識をもって自己評価や 

相互評価に生かすことができたといえる。 

さらに，指導の手立てが児童生徒にとって有効で

あったかを見取るために，振り返りの中で項目立て

て問うことが，評価の信頼性を高める上で重要であ

ると思われる。 

また，三次市立三和中学校第３学年では，三次市

立三和小学校第５学年の授業実践を生かし，地域の

高齢者との交流活動である「ふれあいサロン」の企

画の振り返りを行った後，交流の実際について交流

時の写真を音楽付のスライドショーで提示すること

で，交流の有効性についての確認を行うことができ

た。 

導入時や終末時など，交流を振り返る場面につい

ては，児童生徒の思考の過程を考慮することにより，

効果が高まると考える。このように，効果的なＩＣ

Ｔの活用場面や方法については，今後の課題である。 

 
表16 三次市立三和小学校第５学年単元計画 

単元名：三次市に提言!! 誰もが，安心・安全に住める町，

三和を作ろう!!  

次 学習活動 

一次 

お年寄りと交流しよう！ 

○課題を設定しよう。 

○お年寄りが喜ばれることを調べよう。 

○喜楽園訪問の計画を立てよう。 

○喜楽園を訪問しよう。 

○喜楽園訪問を振り返ろう。 

二次 

お年寄りと交流しよう！ 

○もっとお年寄りが喜ばれることを調べよう。 

○喜楽園訪問を成功させる。 

○再度喜楽園を訪問しよう。 

○お年寄りと交流したことを振り返ろう。 

三次 

お年寄りにやさしい町をつくろう！ 

○お年寄りにとって生活しづらい場所を探そう。 

○情報を整理・分析しよう。 

○三次市へ提言しよう。 
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ウ 相互評価 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

図21 評価の視点 

 

府中町立府中中央小学校では，表９の十次におい

て，学年単位で相互評価の場面を設定した。 

導入時に，発表の視点や評価の視点を明確にする

ことで，評価規準が共有化された。 

児童の振り返りから，「自分たちだけで学習する

より，別の人の意見も聞いて作ればいいと思った」

「いろんなクラスのこと話すことは，いろんな意見

が聞けていいなと思った」「他のグループの工夫を

生かしていきたい」「インターネットに頼らず，イン

タビューやアンケートをするといいと思った」等，

相互評価を行う場を設定したことにより，学習に広

がりができることを実感することができた。 

エ 外部評価 

三次市立三和小学校第５学年では，表16一次「お

年寄りと交流しよう」では，地域の福祉施設である

「喜楽園」における交流活動を行い，活動について

の整理・分析を通して，自己評価を行った。その後，

外部評価として，担任が「喜楽園」の方から感想の

手紙を読み上げ，交流活動のよさや改善点について

の指摘など評価を設定した。 

このことにより，自分たちの交流活動が喜楽園の

高齢者にどのように受け取られたかについての検証

を行うことができ，さらに，自分たちが気付かなか

った指摘を受けることで，達成感や次回の活動への

関心意欲を高めることができた。 

東広島市立吉川小学校第５学年では，表14の七次

において，米作りの取組や願いについての歌詞作り

を行った後，地域の作曲家であるＧＴに評価を受け

る場を設定した。歌詞の内容のよさについてのコメ

ントや歌を聞いたことから，歌いやすくするための

キーの調整など活動に対する的確な評価を受けるこ

とができた。 

東広島市立吉川小学校第５学年では，表14の七次

において，米作りの取組や願いについての歌詞作り

を行った後，地域の作曲家であるＧＴに評価を受け

る場を設定した。歌詞の内容のよさについてのコメ

ントや歌を聞いたことから，歌いやすくするための

キーの調整など活動に対する的確な評価を受けるこ

とができた。 

 また，第３・４学年では，自分たちが調べたこと

をポスターにまとめ多くの人に知ってもらうために，

市役所の受付に掲示する設定を行った。さらに，ホ

タルを増やす活動について，地域のグループ「なん

じゃもんじゃ」の方や東広島市役所環境政策課の方

を招き，子供たちの活動にアドバイスをしていただ

いた。実社会の市役所の方に，自分たちの活動に対

して指摘してもらうことで，社会とのつながりや学

習意欲へとつなげることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図22 喜楽園の方からの聞き取りによる手紙 

 

 

５年生のみなさん 

 

26日はありがとうございました。 

みなさんの真剣な気持ちがよくわかりましたよ。 

みなさんは，積極的にお年寄りの方とふれあって

いたので，びっくりしました。そんなみなさんか

ら，私たちも学ばせてもらいましたよ。お年寄り

の目の高さにあわせて話しかけている人。「何か

できることはないですか？」と自分から尋ねてい

る人。「どこのコーナーに行きたいですか？」と聞

いて連れて行ってあげている人。 

みんなちゃんと敬語で話しかけ，お年寄りの笑顔

をたくさん引き出してくれていました。とてもう

れしかったです。一人ひとりが自分なりの力を出

して、取組んでいるのがすごく伝わってきました。

できればこうだったら良かったと思ったことが２

つあります。一つは，ぬりえを楽しみにしている

お年寄りがおられたこと，もう一つは，好評だっ

た肩もみコーナーにもっとマッサージ師の子がい

てくれるとよかったなということです。最後に，

お年寄りの方たちから，みなさんへのメッセージ

です。「わたしたちは，ふだん子どもたちとふれあ

うことがありません。だから，５年生のみなさん

とふれあえて，とても，とても楽しかったよ。だ

から，みなさんが帰るとき，見送りをしたかった

よ。また，ふれあう機会があればいいなあ。また，

ふれあえるとうれしいなあ。」 

喜楽園 職員より 
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図23 児童の自己評価カード 

 

第６学年では，交流を行った中国の留学生の方に

感想をもらうことで，自分たちの企画したツアーに

対する検証を行うことができた。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図24 ツアー後の感想(留学生) 

 

Ⅴ 研究のまとめ 
本研究における１年次の意図が機能したことを示

す。 

「単元改善シート」を活用することにより，児童生

徒の実態把握や計画の見直し，探究的な学習の指導

と評価における課題を明確にし，それらを改善する

ことに有効であることが分かった。このことからも，

「単元改善シート」の活用を通して，これから求めら

れている課題発見と解決に向けて児童生徒が主体

的・協働的に学ぶ学習である「アクティブ・ラーニ

ング」やそのための指導方法等の充実へとつながる

と考える。 

また，研究協力校における「単元改善シート」の

具体的な活用方法や改善の具体例を提示することに

より，県内外の小学校，中学校の総合的な学習の時

間における探究的な学習の指導と評価の改善へとつ

ながると考える。 

 

おわりに 
本研究において，成果として「単元改善シート」

を活用し，県内の研究協力校（小学校３校，中学校

２校）において，探究的な学習の指導と評価におけ

る各学校の課題を明確にすること，及び具体的な活

用方法や改善の具体例を提示することができた。 

課題としては，評価に係る改善について不十分な

点があったと考える。具体的には，１単位時間にお

ける評価規準と児童生徒の学びの成果を見取る評価

方法との整合性が十分に図られていない事例が多か

ったことが挙げられる。また，「課題の設定」や「情

報の収集」における評価が十分ではないことが明ら

かとなった。このことから「単元改善シート」の「３ 

評価について」の改善のポイントとして評価規準と

評価方法との整合性や「課題の設定」や「情報の収

集」における具体的な評価方法を示す必要があるこ

とが分かった。  

本研究において御指導・御助言をいただいた広島

大学大学院教育学研究科朝倉淳教授をはじめ，研究

協力校である東広島市立吉川小学校，府中町立府中

中央小学校，三次市立三和小学校，尾道市立美木中

学校，三次市立三和中学校の職員の皆様，そして，

広島県各教育事務所・支所，各市町教育委員会の皆

様，広島市教育委員会，福山市教育委員会の皆様に

心から感謝申し上げる。 
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4） 中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会（平成 

22年３月）：『児童生徒の学習評価の在り方について（報 

告）』http: //www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/ 

chukyo3/004/gaiyou/attach/1292216.htm                                          

 
【参考文献】 
文部科学省国立教育政策研究所（平成25年）：『平成25年度全

国学力・学習状況調査報告書クロス集計』 

文部科学省（平成22年）：『今，求められる力を高める総合的

な学習の時間の展開(小学校編)』教育出版 

文部科学省（平成22年）：『今，求められる力を高める総合的

○手紙をもらって，もう一度お年寄りと触れ合い

たいなあと思いました。 

○お年寄りが，私たちの訪問を楽しんでくださっ

たことが良かった。塗り絵や肩もみコーナーの

人数を増やしてほしいと言われていたので，増

やせばよかったと思います。また訪問するとき

にはお年寄りの希望や反省を生かして，もっと

笑顔になってもらいたいと思いました。 

○お年寄りが小さなものが持てない時には，進ん

で持ってあげたいと思います。 

【歴史探訪部ツアー】 

 私たちは，4 グループに分かれて別のルートで

進んだ。私のグループの小学生はいろいろな地方

の歴史を紹介してくれた。私も中国について面白

いものを紹介してあげた。とても楽しかった。 

   魏 春栬 （ギ シュンエン）さん  

【自然アグリカルチャー部】 

 私たちのグループのツアーは，「みんなの森」

に行くことでした。頂上に着いたら子供たちにパ

ンダのキーホルダーをあげました。私たちも子ど

もが自分でつくったしおりをもらいました。学校

に戻ったら，子どもたちが感謝の歌を歌ってくれ

てとても感動しました。                       

何 転禝（カ ウンショク）さん  
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な学習の時間の展開(中学校編)』教育図書 

文部科学省（平成25年）：『今，求められる力を高める総合的

な学習の時間の展開(高等学校編）』教育出版 

文部科学省（平成22年）：『言語活動の充実に関する指導事例

集【小学校版】』教育出版 

文部科学省（平成23年）：『言語活動の充実に関する指導事例

集【中学校版】』教育出版 

文部科学省国立教育政策研究所教育課程研究センター(平成

23年)：『評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための

参考資料』【小学校 総合的な学習の時間】教育出版 

文部科学省国立教育政策研究所教育課程研究センター(平成

23年)：『評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための

参考資料』【中学校 総合的な学習の時間】教育出版 

文部科学省(平成18年３月)：『総合的な学習の時間実施状況調

査調査結果の概要(抄)』 

広島県立教育センター(平成13年)：『総合的な学習の教育効果

を高める「評価」に関する研究－小中連携教育の視点によ

って－』 

京都市総合教育センター進藤弓枝（平成24年）：『探究的な学

習を充実させる総合的な学習の時間の単元展開－学年の系

統に応じた内容と言語活動の充実－』 

和歌山県教育センター岡谷憲子(平成15年)：『小・中学校にお

ける「総合的な学習の時間」の調査研究について－子ども

や教職員はどのように変わろうとしているか－』 

桃山学院大学総合研究所紀要第30巻第２号大野順(2004)：『総

合的な学習の時間」の実態調査を踏まえて－大阪府和泉市

公立小学校・中学校における「総合的な学習の時間」の実

施状況についての考察－』 

鹿毛雅治(2013)：『学習意欲の理論動機づけの教育心理学』 

金子書房 

田村学・黒上晴夫（2013）：『教育技術 MOOK 考えるってこうい

うことか！「思考ツール」の授業』小学館 

田村学・黒上晴夫（2014）：『こうすれば考える力が付く！中

学校思考ツール』小学館 

関西大学初等部（2013）：『思考ツール』さくら社 

関西大学初等部（2014）：『思考ツールを使う授業』さくら社 
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資料 

探究的な学習における状況 改善のポイント 

実
態
把
握 

● 児童の実態把握について，確認しましょう。 

□ 年間指導計画の確認及び前学年の担任からの聞き取りによりこれまでの学習内容を把握する。 

□ ウェビングやアンケート調査等により，児童の興味・関心，学習スキルについて把握する。 

 

 
 

計
画
の
見
直
し 

● 年間指導計画，単元計画，評価計画等について，確認しましょう。 

□  【単元名】（例）「つなげよう！！広げよう！！ 私たちの○○」 

□ 【単元目標】（例）地域の特色やよさにふれ，地域への愛着や誇り，将来への夢を育む。 

□ 【各学校で定める育てようとする資質や能力及び態度】 

（例）・「課題設定力」日常生活や社会における事象から，自分で取り組むべき課題を見付ける。 

・「問題解決力」情報収集した事柄を整理・分析し，まとめ・表現する力。  

・「コミュニケーション力」他者と協力しながら主体的に取り組む態度。 

・「自己の生き方」自分にできることや学ぶことについて考え，自分の生き方につなげる力。 

□  【各学校で定める評価の観点，評価規準，評価方法】 

（例） 

評価の観点 課題設定力 問題解決力 コミュニケーション力 自己の生き方 

評価規準 
 

 

   

評価方法     

□ 【年間指導計画における教科の内容と学習スキルの関連】 

    （例）・国語（内容）目的に応じて情報を選択し，文章構成を考え，新聞づくりを行う。 

（学習スキル）カードを用いて情報を収集し，ＫＪ法的な手法を用いて，集めた情報を分類する。 

□  【教材についての共通理解】 

ウェビング等を活用し，教材の広がりや対象，学習活動，教科との関連(内容及び学習スキル)について，確認する。 

 

探究的な学習の指導について 
評価について 
◎評価の観点 ○評価規準 

☆評価方法 
改善のポイント 

課
題
の
設
定 

● 児童の実態に応じた手立てを工夫しましょう。  

（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎評価の観点 

（           ） 

○評価規準 

（           ） 

☆評価方法 

□行動観察 

□制作物 

（例：ウェビングやＫＪ法的な

ワークシート） 

□ポートフォリオ 

□自己評価 

（例：振り返りカード） 

□相互評価 

□外部評価 

（例：外部講師，保護者等） 

 

情
報
の
収
集 

● 課題や目的に応じて，相手意識をもって，多様な情報収集の方法を選択しましょう。 

（例） 

 

 

 

 

◎評価の観点 

（           ） 

○評価規準 

（           ） 

☆評価方法 

□行動観察 

□制作物 

□ポートフォリオ 

□自己評価（例：振り返りカード） 

□相互評価 

□外部評価（例：外部講師，保護者等） 

 

整
理
分
析 

● 目的に応じた方法を選択し，比較・分類・序列化・関連付けなど手立てを考えましょう。 

（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎評価の観点 

（           ） 

○評価規準 

（           ） 

☆評価方法 

□行動観察 

□制作物 

（例：ベン図，座標軸の入っ

たワークシート） 

□ポートフォリオ 

□自己評価 

（例：振り返りカード） 

□相互評価 

□外部評価 

（例：外部講師，保護者等） 

 

ま
と
め
・
表
現 

● 相手意識や目的意識を明確にし，より効果的な方法でまとめ・表現する方法を考えましょう。 

（例） 

 

 

 

  

◎評価の観点 

（           ） 

○評価規準 

（           ） 

☆評価方法 

□行動観察 

□制作物 

□ポートフォリオ 

□自己評価（例：振り返りカード） 

□相互評価 

□外部評価（例：外部講師，保護者等） 

 

 

① 複数の体験活動を通して，多くの情報を

収集し，体験を比較させて考えさせる。 

② ウェビングを活用  個人⇒グループ    

個人で収集した情報を取り出す。共有。 

③ KJ 法的な手法を活用  グループ  

情報を分類整理し，情報を把握する。 

④ 問題の序列化を行う。個人又はグループ 

理由付けをしながら課題を設定する。 

① ウェビングやカードを活用し，      

個人の既有知識を書き出し認識する。 

② グラフなどの統計や写真等を提示し，    

児童の認知基準とのずれを生かす。 

③ 見学やインタビューなど体験活動を行

い，認識との違いについて確かめる。 

④ ウェビングやカードを活用し，収集した

情報を再検討し，課題を設定する。 

□ ベン図(共通点，相違点) 

B 保護者・地域の人 

A学校 

C 地域外の人 

ＡＢＣ 

ＡＢ ＡＣ 

ＢＣ 

学

校 

地

域 

実現できる 

実現難しい 

□ 座標軸の入ったワークシート 

□新聞     □レポート  

□パンフレット □ポスター 

□報告会   

□プレゼンテーション □振り返りカード  

□自己評価カード 

□パネルディスカッション  □シンポジウム 

□カード □グラフ □マップ □図 □メリット・デメリット □ビフォー・アフター  

□アンケート  □フリップボード  □インタビュー   □手紙  □電話 

□メール    □図書資料     □インターネット  □実験・観察  

□ 児童が学習内容についての 
   知識をもっていない場合 

□ 児童が学習内容についての 
知識をもっている場合 

小学校 単元改善シート 学習課題 （例）「地域や学校の特色に応じた課題」（改訂版） 

「今，求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）」Ｐ．24～30 参照 

「今，求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）」Ｐ．38～44 参照 
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探究的な学習における状況 改善のポイント 

実
態
把
握 

● 生徒の実態把握について，確認しましょう。 

□ 小学校における学習(キャリア教育関連)について，年間計画や聞き取りにより学習内容を把握する。 

□ 中学校の年間指導計画の確認及び前学年の担任からの聞き取りによりこれまでの学習内容を把握する。 

□ ウェビングやアンケート調査等により，生徒の興味・関心，学習スキルについて把握する。 

 

 
 

計
画
の
見
直
し 

● 年間指導計画，単元計画，評価計画等について，確認しましょう。 

□ 【単元名】（例）第1学年「仕事について考えよう」第 2・3学年 「自分の将来について考えよう」 

□ 【単元目標】（例）職場体験を通して，職業や自分に対する理解を深め，自己の将来の生き方を考える。 

□ 【各学校で定める育てようとする資質や能力及び態度】 

（例）・「課題設定力」日常生活や社会における事象から，自分で取り組むべき課題を見付ける。 

・「問題解決力」情報収集した事柄を整理・分析し，まとめ・表現する力。  

・「コミュニケーション力」他者と協力しながら主体的に取り組む態度。 

・「自己の生き方」自分にできることや学ぶことについて考え，自分の生き方につなげる力。 

□ 【各学校で定める評価の観点，評価規準，評価方法】 

（例） 

評価の観点 課題設定力 問題解決力 コミュニケーション力 自己の生き方 

評価規準 
 
 

   

評価の方法     

□ 【年間指導計画における教科の内容と学習スキルの関連】 

     （例）・国語（内容）日常生活や社会生活から課題を決め，材料を集め分類・整理し，構成を工夫し，考えをまとめる。 

（学習スキル）カードを用いて，情報を収集する。ＫＪ法的な手法を用いて，集めた情報を分類する。 

□  【教材についての共通理解】 

ウェビング等を活用し，教材の広がりや対象，学習活動，教科との関連(内容及び学習スキル)について，確認する。 

 

探究的な学習の指導について 
評価について 
◎評価の観点 ○評価規準 

☆評価方法 

改善のポイント 

課
題
の
設
定 

● 生徒の実態に応じた手立てを工夫しましょう。  

 （例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎評価の観点 

（           ） 

○評価規準 

（           ） 

☆評価方法 

□行動観察 

□制作物（例：ウェビングや 

ＫＪ法的なワークシート） 

□ポートフォリオ 

□自己評価（例：振り返りカ 

ード） 

□相互評価 

□外部評価（例：外部講師， 

保護者等） 

 

情
報
の
収
集 

● 課題や目的に応じて，相手意識をもって，多様な情報収集の方法を選択しましょう。 

（例） 

 

 

 

 

 

◎評価の観点 

（           ） 

○評価規準 

（           ） 

☆評価方法 

□行動観察 

□制作物 

□ポートフォリオ 

□自己評価（例：振り返りカード） 

□相互評価 

□外部評価（例：外部講師，保護者等） 

 

整
理
分
析 

● 目的に応じた方法を選択し，比較・分類・序列化・関連付けなど手立てを考えましょう。 

（例） 

 

 

 

 

 

ビフォー アフター 

仕事への考え 仕事への考え 

○○○○・・・・・ ○○○○・・・・・ 

自己の適性 自己の適性 

○○○○・・・・・ ○○○○・・・・・ 

 

 

○○○○ 

メリット デメリット 

仕事の特性○○○

○・・・・・・ 

自己の適性○○○

○・・・・・・ 

仕 事 の 特 性 ○ ○ ○

○・・・・・・ 

自 己 の 適 性 ○ ○ ○

○・・・・・・ 

◎評価の観点 

（           ） 

○評価規準 

（           ） 

☆評価方法 

□行動観察 

□制作物（例：ビフォー・ア 

フター，メリット・デメリ 

ットの入ったワークシー 

ト） 

□ポートフォリオ 

□自己評価（例：振り返りカ 

ード） 

□相互評価 

□外部評価（例：外部講師， 

保護者等） 

 

ま
と
め
・
表
現 

● 相手意識や目的意識を明確にし，より効果的な方法でまとめ・表現する方法を考えましょう。 

（例） 

 

 

 

 

  

◎評価の観点 

（           ） 

○評価規準 

（           ） 

☆評価方法 

□行動観察 

□制作物 

□ポートフォリオ 

□自己評価（例：振り返りカード） 

□相互評価 

□外部評価（例：外部講師，保護者等） 

 

中学校 単元改善シート 学習課題 （例）「職業や自己の将来にかかわる課題」（改訂版） 

 

① SWOT 分析を通して，自分の強みや弱みを

自覚し，良いところや改善が必要なことを

考える。 

② ブレインライティングを通して，他者から

見た自分の良さについて自覚する。 

② 身近な人からの聞き取りや仕事調べなど

調査活動を行う。 

④ KJ 法的な手法を活用し，情報を分類・整

理し，情報の共有化を図り，課題を設定す

る。グループ(協同学習) 

① ウェビングやカードを活用し，      

個人の既有知識を書き出し認識する。 

② グラフなどの統計や写真等を提示し，    

生徒の認知基準とのずれを生かす。 

③ 見学やインタビューなど体験活動を行

い，認識との違いについて確かめる。 

④ ウェビングやカードを活用し，収集した

情報を再検討し，課題を設定する。 

□アンケート  □フリップボード  □インタビュー  □手紙  □電話 
 
□メール    □図書資料   □インターネット  □実験・観察  

□ 生徒が学習内容についての 
  知識をもっていない場合 

□ 生徒が学習内容についての 
知識をもっている場合 

□新聞     □レポート  

□パンフレット □ポスター 

□報告会   

□プレゼンテーション □振り返りカード  

□自己評価カード 

□ パネルディスカッション  □ シンポジウム 

□カード □グラフ □マップ □図 □メリット・デメリット □ビフォーアフター 

□カード □グラフ □マップ □図 □メリット・デメリット □ビフォーアフター 

□カード □グラフ □マップ □図 □ベン図 □座標軸の入ったワークシート 

学習前の自分と，体験活動や調査活動を通して情報を

収集した後の自分について比較することにより，自己

の成長を自覚させる。 

自分の将来について，多様な情報や自己の適性を

基に比較しながら考えを深める。 

□ ビフォー・アフター □ メリット・デメリット 

「今，求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（中学校編）」Ｐ．39～44 参照 

「今，求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（中学校編）」Ｐ．24～30 参照 


